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人口

男

女

世帯

も
う
す
令
夏
休
み

l
昆
虫
を
追
う
子
ど
も
た
ち

1

町の人口

( 7月 1日現在〉

6 8 7 4人

344 7人

342 7人

1 746世帯

夏
休
み
に
入
る
と
、
虫
と
り
綱
を
持
っ
て
、
昆
虫
を
追
う

こ
ど
も
の
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

昔
は
、
田
な
か
を
流
れ
る
川
辺
の
柳
の
木
児
、
か
ぶ
と
虫

ゃ
く
わ
型
虫
が
ど
こ
を
歩
い
て
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
都
市

化
の
進
ん
で
い
る
今
日
、
都
市
近
郊
農
業
で
耕
地
の
区
画
整

理
が
行
な
わ
れ
、
河
川
が
整
備
さ
れ
た
為
、
柳
の
木
も
姿
を

消
し
、
虫
の
数
も
誠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
西
条
の

中
央
道
イ
ン
タ
ー
予
定
地
内
を
流
れ
る
川
辺
の
柳
の
木
に
は

学
校
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
の
よ
う
に
、
虫
と
り
に

来
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。



昭和町広報 (2) 

勢整
児童生徒のみなさんはもとより、町民の長い聞

の要望であった押原中学校の移築も、昭和 50 、

5 1年度の 2ヶ年継続事業で実胞する運びとなり

ました。

現校舎の本館ならびに町道 l号線添いの旧青年

学校舎は危険校舎の指定 を受け改築の必要に迫ら

れ、また児童生徒数の増加に伴い現在の小、中同

V 
0>---- --

盤
固 繍 鱗

一校地併設は運動場が狭いので、乙の際中学校は l
移築することに決定されたわけです。 ! 
校舎の規模は下図のとおり鉄筋コンクリ ー卜造!

りの 4階建で、将来の生徒増を見込んで普通教室 1

1 2、それ時別教室 8、その他管理関係室を含 i
め、総校舎面積は、 3，5 8 4平方メートルにな り | 
ます。 ! 
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報広町和昭(3) 

昭
和
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
で
は
、
町
教
育
委
員
会
、
青
少
年

の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
、
押
原
小
、
中
学
校
、
高
校
生
活
指
導
員

連
絡
協
議
会
と
協
力
し
て
青
少
年
の
た
め
の
夏
季
対
策
を
次
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

両
川
間
ハ
日

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
全
町
民

の
願
い
で
あ
る
と
共
花
、
大
人
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
に
と
っ
て
夏
は
最
も
活
動

的
で
、
青
少
年
が
心
身
を
鍛
え
る
の

に
絶
好
な
季
節
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
夏
休
み
は
暑
さ
や
解

放
感
で
、
日
常
生
活
が
み
だ
れ
や
す

い
時
で
も
あ
り
ま
す
。

乙
の
時
期
に
青
少
年
を
と
り
ま
く

よ
い
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
、
自
然
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

や
、
グ
ル
ー
プ
活
動
等
を
通
じ
て
青

少
年
が
健
康
で
楽
し
く
明
る
く
、
す

こ
や
か
に
す
ご
す
よ
う
町
民
総
ぐ
る

み
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
万
全

を
期
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
心
の
、
豊
か
な
青
少
年

ア」夏
を
い
か
し
、
た
く
ま
し
い
心

身
を
き
た
え
よ
う。

青
少
年
の
自
主
性
を
高
め
余
暇

活
動
の
推
進
を
は
か
ろ
う
。

明
る
い
家
庭
と
よ
い
環
境
づ
く

り
に
つ
と
め
よ
う
。

青
少
年
を
非
「
ぺ

か
ら
守
ろ
う
。

2 3. 4. 

事
故
、

ス
ロ
ー
ガ

ン

H

乙
の
夏
は
、
き
た
え
て
強
く
す

こ
や
か
に
'

み
ど
り
と
太
陽
の
も
と
で
、
青
少

年
が
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
進
ん
で

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
し
、
連
帯
感

奉
仕
活
動
の
尊
さ
を
身
に
つ
け
る
な

か
で
心
身
を
き
た
え
て
、
乙
の
夏
を

い
か
そ
う
。

予
定
し
て
い
る
行
事

1
子
ど
も
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大

会

七

月

二

十

九

日

2
親
子
映
画
会
(
小
学
生
か
ら

成
人
)

1
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
全
員
参
加

4
各
音
域
会
で
野
外
活
動
実
施
を

奨
励

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青
少
年

の
た
め
の
裏
チ
対
策
協
議
会
に
お
い

て
協
議
い
た
し
ま
す
。

病
気

ゆるんだ心を
シヤッキリさせよう

説的

的な規制が行なわれることになりました。

そ乙で、土地鑑定委員会が毎年 1団地価の公示を

行うことになり本年 5月 1日に第 6回目の公示を行

る

地価問題の解決は、 今や国民的課題となり、昨年

1 2月 24日に抱行された国土利用計画法tとより利

;実格岡
山準標

いました。昭和町でも 4地区の適正な標準価格が公

示されましたのでお知らせします。

標準地の
標準地花

標準地の
ついての 標準地花係

標準地の所在
l平方 メ

標準地の周辺のが也の 標準地の前面
水ス供道給、施ガ

鉄道その
る都市計画

及び地番並び
ートル当

坪約当り(円)
他の主要施 法その他法

に住居表示
(格たHjj1り〔官円の耳価〕宣

利用の現況 道路の状況 水設及び下
な交通

令の制限で
設との接

道の整
近の状況

主要なもの
備の状況

西条字削切 4 14，600 
48，100 農家及住 び分譲住宅が 酉 5m町道 水 道

国母駅
住居 (200) 

283番 (16，000) ある宅地域 700 m 

清中水新居字村 19，100 
農家が多い住宅地域 酉 4.5m町道 水 道

n 
住居 (200)

551番 (21，000 ) 63.000 
2Km 

河西宇大林外 4 13.200 
43.500 

在来の農家が多い住
南 5m県道 水 道

常永駅
住居 (200)

8 4番 l (14，500) 宅地域 880 m 

築戸地新居字乃 11，400 
場農が家点の在中す花、る庖住宅舗弛、工域 東 6m県道 水 道

庁

工業 (200)
2118番外 (12，500 ) 

37，600 
2Km 

」 一一一

用目的主取引価格の両面から土地取引に対する 直接
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ヅー~スポー

報広

第
二
十
一
回
県
下
中
学
校
野
球
大

会
が
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
十
五

日
県
営
緑
ケ
丘
、
飯
田
町
球
場
で
行

な
わ
れ
、
押
原
中
学
校
は
、
昨
年
比

引
続
き
二
年
連
続
出
場
、
連
日
少
差

の
得
点
内
容
の
苦
し
い
ゲ
ー
ム
で
勝

進
み
、
押
中
野
球
史
上
初
の
決
勝
戦

に
残
り
、
生
徒
を
は
じ
め
、
町
民
大

応
援
の
中
で
南
部
中
学
校
と
優
勝
を

戦

ピ

苅

O
で
翻
露
繋
』
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
押
中
野
球
部
は
、
六
月

二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
中
央
公
民

館
で
町
の
各
関
係
役
員
さ
ん
に
優
勝

の
報
告
を
し
、
乙
の
後
、
選
手
た
ち

は
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
、
苦
し
い
戦

い
で
勝
得
た
優
勝
の
喜
び
を
再
び
わ

か
ち
合
い
ま
し
た
。

優

勝

ま

で

の

経

過

。
郡
予
戦

五
月
十
日

押
中
八

1

0
竜
王
町

押
中
三

l

O
敷
島
中

リ
ー
グ
戦
に
よ
り
代
表
と
な
る

曾
町
大
会

五
月
三
十
一
日押

中
六

l
六
甲
府
南
中

(
延
長
九
回
抽
選
勝
)

六
月

一
日
押
中
四

l

一
ニ
富
河
中

六
月
十
四
日
準
々
決
勝

押
中
二
ー
一
明
見
中

六
月
十
五
日

準
優
勝
押
中
五

l

O
石
和
中

決

勝

押

中

二

l

一
南
部
中

第
六
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
大
会
県
予
選
は
、
六
月
二
十
八

日
か
ら
県
営
体
育
館
を
中
心
会
場
に

五
十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
開
幕
、
特

に
全
国
大
会
出
場
権
が
得
ら
れ
る
大

会
だ
け
に
、
各
テ
!
ム
の
練
習
量
は

多
く
、
技
術
面
の
向
上
も
見
ら
れ
、

好
ゲ
ー
ム
の
連
続
の
中
で
、
昭
和
町

チ
ー
ム
も
豊
川
主
将
を
中
心
花
、
日

頃
の
実
力
を
発
揮
し
、
決
勝
戦
促
進

出
し
、
甲
西
体
協
と
、
代
表
権
を
競

い
、
二
対
C
で
惜
く
も
敗
れ
、
準
優

勝
に
終
り
ま
し
た
が
、
マ
マ
さ
ん
チ

ー
ム
の
大
健
闘
を
町
民
一
同
杯
え
た

決

勝

ま

で

の

経

過

昭

如

二

対

O

昭

和

二

対

O

昭

和

二

対

O

昭
和
二
対
一

準
決
勝

昭

和

二

対

O

決

勝

甲
西
体
協

2

幻

上
町
実
業
団

小
淵
沢

田
富

新
紺
屋

貢
川
体
協

末日

15 14昭

O 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
開
幕

各
地
域
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

る
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
、

今
年
か
ら
、
本
町
で
も
、
部
落
別
(

年
令
制
限
)
対
抗
と
、
押
原
中
学
校

O
B大
会
(
年
代
別
卒
業
生
対
抗
)

の
二
つ
の
大
会
が
始
め
ら
れ
た
。

乙
の
大
会
は
い
づ
れ
も
夜
間
照
明

を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
と
こ
ろ
連
日
の
悪
天
候
に
悩
ま

さ
れ
試
合
運
び
が
遅
れ
て
い
ま
す
が

O
B大
会
は
前
期
リ
ー
グ
戦
は
即
に

終
り
後
期
の
日
程
を
検
討
中
で
す
の

で
、
新
ら
た
に
参
加
申
し
込
を
行
な

い
た
い
チ

l
ム
は
、
上
河
東
、
伊
藤

美
義
さ
ん
へ
連
絡
下
さ
い
。
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安
全
な
横
断
を
す
る
た
め
に
近
く
に
横
断
道

(
横
断
歩
道
橋
)
が
あ
る
と
き
は
必
ず
乙
れ
を

渡
り
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
手
を
あ
げ
て

た
だ
い
ま

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
中

報

き
び
し
い
交
通
事
故
情
勢
の
中
で
、
県
下
の
交
通
事
故
一

発
生
は
、
三
年
連
続
の
減
少
は
み
た
も
の
の
、
本
年
に
な

っ
て
か
ら
の
死
亡
事
故
は
異
常
な
ま
で
に
多
発
し
、
現
在

で
は
昨
年
の
同
期
を
著
し
く
上
廻
わ
り
、
憂
慮
す
べ
き
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
は
、
死
亡
事

故
の
減
少
を
図
る
た
め
ゆ
っ
く
り
運
動
の
推
進
と
安
全

な
横
断
の
推
進
を
重
点
に
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
山
梨
県
」

を
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
七
月
十
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
全
員
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
本
町
か
ら
交

通
事
故
を
締
め
出
す
よ
う
C
協
力
下
さ
い
。

広町和

車
両
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う

習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

「
手
を
か
そ
う
小
ち
ゃ
な
こ
ど
も
と

お
年
寄
り
」

あ
の
み
ち
こ
の
み
ち

こ
う
さ
て
ん
」

。

運

転

者

日百

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
る
の
で
規
制
速
度
以
内
で
の
走
行

お
よ
び
徐
行
も
し
く
は
停
止
す
べ
き
と
ζ

ろ
で

は
必
ず
徐
行
ま
た
は
停
止
し
、
交
通
事
故
防
止

を
図
る
た
め
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
山
梨
県
」
に

協
力
し
て
下
さ
い
。

「
急
ぐ
ほ
ど
減
ら
す
燃
料
増
す
危
険
」

「
安
全
へ
注
意
十
分
ス
ピ
ー
ド
八
分
」

「
飛
び
出
す
な

ヤ

。

歩

行

者

上
向
東
保
育
園
は
、
午
後
、
園
児

お
母
さ
ん
、
小
学
生
で
、
正
し
い
道

路
の
歩
き
方
を
南
甲
府
署
、
昭
和
派

出
所
の
部
長
き
ん
か
ら
指
導
を
受
け

た

乙
の
日
は
、
地
区
の
交
通
安
全
協

会
員
も
出
て
、
園
児
の
道
路
の
横
断

の
仕
方
の
ほ
か
に
、
特
に
道
路
へ
の

急
な
飛
び
出
し
に
重
点
を
お
い
て
指

導
を
行
な
い
、
園
児
は
直
接
の
交
通

事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、
わ
か
ら
な

い
も
の
の
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し

は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
印
象
を
残

し
た
よ
う
で
し
た
。

一園児の事故を
きれい川を なくそう-

美
し
い
自
然
と
緑
民
恵
ま
れ
た
私

達
は
、
太
古
の
昔
よ
り
川
辺
に
そ
の

や
す
ら
ぎ
を
求
め
、
ま
た
飲
料
水
や

農
業
用
水
に
水
の
恩
恵
を
限
り
な
く

享
受
し
つ
つ
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
美
し
い
川
の
水
と
緑
の
空
間

は
永
久
に
失
な
う
こ
と
な
く
、
子
孫

に
伝
え
て
い
く
乙
と
が
私
達
の
最
大

の
義
務
で
す
。
一
度
破
壊
さ
れ
た
自

然
は
、
永
久
に
以
前
の
美
し
い
姿
に

は
も
ど
り
ま
せ
ん
。
私
達
一
人
一
人

の
良
識
と
行
動
に
よ
っ
て
、
自
然
と

調
和
を
は
か
り
た
い
も
の
で
す
。

美
し
い
川
の
水
は
人
間
の
心
を
美

し
く
し
ま
す
。
こ
の
私
達
の
心
の
ふ

る
さ
と
を
末
永
く
守
り
育
て
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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客 客客客人地天 客客 客客人地天
位 位 位位位位位 位位位位位位位

昼風 蝿労昼そ昼 流流新湯初浴俗

寝 道 に働寝へ寝 題 行行が上縫衣衣 題
し を 鼻のす乳 し は を ら り い着着

て 老堀疲 る て 時侭のののてて

滝 ひ ら れ孫た 目 のむ浴妻娘非母

のにれ を を母覚 昼 流浴衣 iζ の番美 浴

街進て し、 ほかめ れ衣 目 浴真のし

をめ昼やめ ら て
事

のや を衣心婦
衣

遠て 寝す合 さ 忙 浴 吾 引 や や警老

く 居覚昼 つ き し 衣娘 、ノ 若藍街 tと

き 寝 し 寝祖に空 かの百 々 浴 tと け

く か けり か母昼様 な顔貨し 衣出 り

な な 客と 寝か
臣 る

な

原阿 押越 原阿 -区 自押阿押ー 阿
越原越区 原

喜喜 喜 静 喜 宝 栄 辰静宝静 栄 辰喜
水 玉 水舟玉泉月 水舟泉舟月 水水
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広町和昭

初
心
者
テ
ニ
ス

大
会
開
催

第
一
回
昭
和
町
初
心
者
テ

ニ
ス
大

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
テ
ニ
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ノ

ω
参
加
資
格

昭
和
町
在
住
者
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参

加

料

無

料

日

時昭
和
五
十
年
七
月
二
十
七
日

(
日
)
午
前
九
時
(
雨
天
の

場
合
は
無
期
延
期
)

場

所押
原
中
学
校
新
グ
ラ
ン
ド

申
込
締
切

昭
和
五
十
年
七
月
十
九
日

申

込

先

昭
和
町
体
協
事
務
局

電
話

三
七
三
七

(2) (3) (4) (5) (6) 

な
お
ラ
ケ
ッ
ト
は
事
務
局
で
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
又
ぺ
ア
ー
を
組

む
人
が
い
な
い
場
合
は
事
務
局
で
組

合
せ
の
際
さ
が
し
ま
す
。

談

8月 1 日〈金〉
8月15日〈金〉

中央公民館

政

とき

場所

相行

8月 6日〈水〉
8月20日(71<)

中央公民館

心配ごと相談

とき

場所
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J清 文 柴 武 岩笹山石秋井 + dJ I.AJ ¥' r 
J水珠田川関 本本原葉上婚 牛 ， I V I‘f 
Jあ川
Jけ秀清正棟雅高道昌 五 八煮
;み 猛子春子男子明子明姻 月 / 

一-j棄事禁押押 十B !I〆ブ
J 新中新 降
:居島居越越 -

J海河上中太田 飯長保下藤小秋清樋小 妻夫
J老田杉田田中寄田坂出巻宮 山 水口田
J原 ' 山 切森河
J 基 雅正由 一 祥裕晃智征繁 誕沢野
J忍健紀平博文里文行吾也司恵志章 誠 ひ

つ7c
征 66666父生美幸

J洋優英賢始政支文通祥睦鷲良利敏 勝
J二秋志 雪 郎芳正次手郎夫喜夫 上
J二長長二二二長長三鼠長二長長長長 二
J女男男男男男女女男長男男女男男男 川

J上築二二二葉清清上男二二上上河上 東
J 地 地水水 一 二
J河新 新薪新向 河河河
i東居区区区居居居東区区区東東西東
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